








茨城県内 地価の平均 ３年連続上昇

土地取引の目安になる今年の地価調査が公表され、茨城県

では全体の地価の平均が３年連続で上昇しました。

地価調査は、都道府県が毎年７月１日時点の全国の土地

の価格を調べるもので、茨城県内では５４０地点余りが対象

となりました。

それによりますと、すべての用途の地価の平均は１平方メートル

あたり４万１００円で、去年より０.９％上昇して３年連続

のプラスとなりました。

用途別では、

▽「住宅地」の平均価格は１平方メートルあたり３万４５０

０円で、去年より０.７％上昇して２年連続のプラス

▽「商業地」の平均価格は１平方メートルあたり７万１６０

０円で、去年より１.４％上昇し、３年連続のプラス

▽「工業地」の平均価格は１平方メートルあたり２万２４０

０円で、去年より１.６％上昇して９年連続のプラス

また、地価の上昇率が最も高かったのは

▽「住宅地」がつくば市みどりの東で１９.２％、１平方メート

ルあたりの価格は６万３２００円

▽「商業地」ではつくば市研究学園５丁目が最も高い上昇率

で１５.４％、価格は３３万円

▽「工業地」ではつくばみらい市絹の台４丁目が最も高い上昇

率で１４.９％、価格は６万１０００円

県南地域の地価上昇が県全体での上昇をけん引しているとし

た上でで、このうち住宅地は東京のマンションの価格に手が届か

ないため、その需要が県内に流れ込んでいると推測出来ます。

住宅地の地価上昇に伴い、商業地の上昇にも拍車がかかって

いると考えられます。工業地については企業の国内回帰が鮮明

となり、県北の価格水準の低い工業地の下落に歯止めがか

かっていると推測されます。

また、日銀がマイナス金利政策の解除を決めたことによる影響

についてですが今のところそれほど大きな影響はなく、今後、大

幅に金利が上昇しない限り、現在の状況が続く可能性がありま

す。

今後の見通しについてですが住宅地については、つくばエクスプ

レス沿線と県南の常磐線沿線の地価は堅調に推移すると考え

られ、それに伴って商業地の地価も堅調に推移する可能性が

高いです。工業地については、千葉県に比べて県南地域の地

価が割安なので、まだまだ上昇する余地があると考えられます。

県内では地価の上昇傾向はしばらく続くと思われます。

4

土地・建物の売却・購入は「上総屋不動産 販売センター」

までお気軽にご連絡ください！ TEL：029-855-1186








